
「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、
当
財
団

が
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
四
月
に

生
み
出
し
た
造
語
で
、「
温
泉
地
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

こ
の
年
、
当
財
団
で
は
、
温
泉
地
が
抱

え
る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
解
決
の
方
向

性
を
探
り
、
各
地
の
温
泉
地
の
活
性
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
指
す
、
そ
の
名
も
「
温

泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ

た（
表
１ 

42
ペ
ー
ジ
参
照
）。現
在
、七
つ

の
温
泉
地
（
北
海
道
阿
寒
湖
温
泉
、
群

馬
県
草
津
温
泉
、
三
重
県
鳥
羽
温
泉
郷
、

兵
庫
県
有
馬
温
泉
、
愛
媛
県
道
後
温
泉
、

大
分
県
由
布
院
温
泉
、
熊
本
県
黒
川
温

泉
）
を
会
員
と
し
、
当
財
団
が
自
主
事
業

の
一
環
で
運
営
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
研
究
会
で
あ
る
。

同
研
究
会
で
は
、
会
員
温
泉
地
の
関

係
者
や
行
政
担
当
者
、
有
識
者
な
ど
が

集
ま
り
自
由
闊
達
に
議
論
し
、
得
ら
れ
た

情
報
や
知
見
は
、「
提
言
」
な
ど
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
全
国
に
広
く
発
信
し
て
い
る
。

本
特
集
「
温
泉
地
に
お
け
る
不
易
流

行
を
考
え
る
」
に
は
、
同
研
究
会
の
関
係

者
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
研
究
会
代

表
の
大
西
雅
之
氏
、
同
副
代
表
の
金
井

啓
修
氏
、
桑
野
和
泉
氏
に
は
、「
ま
ち
づ

く
り
へ
の
想
い
」
を
、
各
温
泉
地
で
ご
活

躍
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
大
川
富
雄
氏
、
湯

本
晃
久
氏
、
奥
野
和
宏
氏
、
岩
田
一
紀
氏
、

宮
﨑
光
彦
氏
、
生
野
敬
嗣
氏
、
北
里
有

紀
氏
）
に
は
、「
現
場
か
ら
の
声
」
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
温
泉
地
研
究
の
第
一
人
者
で
、

研
究
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
下
村
彰
男
氏
、
内
田
彩
氏
か

ら
は
、「
温
泉
地
再
生
の
方
策
」
に
つ
い
て
、

ご
提
言
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
で
は
、
我
が
国
の
温
泉
地
の
現
状

を
概
観
し
、
ご
寄
稿
内
容
を
基
に
温
泉

地
、
温
泉
旅
館
の
「
本
質
」
に
つ
い
て
考

え
、
今
後
の
温
泉
地
、
温
泉
旅
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

日
本
の
温
泉
地
の
概
要

増
加
す
る
温
泉
地
数
と
、

減
少
す
る
宿
泊
利
用
人
員

日
本
列
島
は
環
太
平
洋
火
山
帯
に
位

置
し
、
各
地
で
温
泉
が
湧
出
、
特
に
北
海

道
・
東
北
・
関
東
・
中
部
・
九
州
地
方
に

は
温
泉
地
が
数
多
く
分
布
し
て
い
る
。

環
境
省｢

温
泉
利
用
状
況｣

に
よ
る

と
、
温
泉
地
数
は
二
〇
一
二
年
度
（
平
成

二
十
四
年
度
）
現
在
で
三
千
八
十
五
カ
所
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
頭
打
ち
の
状
態

で
は
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
温
泉
掘
削

技
術
の
進
歩
に
よ
り
温
泉
開
発
が
容
易

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
」（
注
１
）
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
温

泉
地
数
の
増
加
は
著
し
い
。
非
火
山
地
域

で
温
泉
の
少
な
い
近
畿
・
中
国
・
四
国
地

方
な
ど
で
も
数
を
増
や
し
て
い
る
。

宿
泊
利
用
人
員
は
、
高
度
経
済
成
長

期
に
大
き
な
伸
び
を
見
せ
た
が
、
経
済

成
長
率
の
鈍
化
と
と
も
に
減
少
に
転
じ
た
。

一
九
八
〇
年
代
半
ば
よ
り
再
び
増
加
し
始

め
、
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に
過
去

最
高
（
一
億
四
千
三
百
二
十
五
万
人
）
を

記
録
し
た
が
、
そ
の
後
は
景
気
の
低
迷
と

と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

温
泉
利
用
の
歴
史
的
転
換
点

内
田
彩
氏
（
特
集
６
）
が
注
目
し
た
江

戸
時
代
後
期
の
「
湯
治
」
以
降
、
我
が
国

で
は
、
温
泉
利
用
の
転
換
点
が
三
度
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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37 特集テーマからの視座◉温泉地における不易流行を考える

最
初
の
転
換
点
は
、
明
治
か
ら
大
正

に
か
け
て
の
保
養
・
休
養
目
的
で
の
温
泉

利
用
で
あ
る
。
皇
族
の
温
泉
地
（
伊
香
保
、

那
須
、
箱
根
宮
ノ
下
な
ど
）
で
の
滞
在
は
、

温
泉
地
を
上
流
社
会
向
け
の
温
泉
保
養

地
へ
と
変
容
さ
せ
た
。
同
時
期
の
外
国
人

に
よ
る
国
内
旅
行
の
自
由
化
は
、
雲
仙
や

別
府
と
い
っ
た
国
際
的
な
温
泉
保
養
地
の

形
成
を
促
し
た
。
さ
ら
に
大
正
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
、
大
都
市
近
郊
の
温
泉
地

は
、
国
内
経
済
の
成
長
に
伴
い
、
都
市
住

民
の
保
養
や
慰
安
の
場
と
し
て
の
性
格
を

備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

第
二
の
転
換
点
は
、
高
度
経
済
成
長

期
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
旅
行

の
大
衆
化
、
慰
安
や
観
光
目
的
で
の
旅
行

が
増
加
し
た
時
期
で
あ
る
。
企
業
の
職
場

旅
行
な
ど
の
団
体
旅
行
、
一
泊
二
食
宴
会

型
の
旅
行
が
主
流
と
な
り
、
温
泉
地
は
盛

り
場
的
な
色
合
い
を
強
め
て
い
く
。
宿
泊

施
設
で
は
施
設
の
大
型
化
、
料
理
の
画
一

化
、
飲
食
・
物
販
機
能
の
強
化
（
宿
泊
客

の
囲
い
込
み
）
な
ど
が
進
ん
で
い
っ
た
。

第
三
の
転
換
点
は
、
特
に
バ
ブ
ル
経
済

の
崩
壊
以
降
に
起
こ
っ
た
、
消
費
者
ニ
ー

ズ
や
旅
行
形
態
の
変
化
に
よ
る
保
養
・
療

養
機
能
の
見
直
し
で
あ
る
。「
健
康
と
温
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図2 温泉地数と年度延べ宿泊利用人数

図1 温泉まちづくり研究会の構成

理論実践
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視
座特集テーマからの

泉
」
が
注
目
を
集
め
、
テ
レ

ビ
や
雑
誌
の
温
泉
特
集
を
き

っ
か
け
に
女
性
の
間
で
「
温
泉

ブ
ー
ム
」
が
生
ま
れ
る
と
、温

泉
地
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
男
性
か

ら
女
性
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
、
男
性
の
利
用
が

中
心
で
あ
っ
た
歓
楽
型
温
泉

地
の
多
く
は
、
魅
力
の
な
い

温
泉
と
し
て
客
離
れ
が
進
行

し
、
苦
境
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

不
動
の
人
気
と
は
裏
腹
に
、

低
迷
を
続
け
る
温
泉
地

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
、
全
国
の
温

泉
地
で
は
、
温
泉
情
緒
や
地
域
性
が
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旅
館
で
は
客
室

の
改
装
や
接
客
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
、

ま
た
、
温
泉
街
で
も
景
観
整
備
や
賑
わ
い

づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
財
団
の
『
旅
行
者
動
向
２
０
１
３
』

に
よ
れ
ば
、「
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
」

（
複
数
回
答
）に
お
い
て
、一
位
は
「
温
泉

旅
行
（
三
二・七
％
）」
で
、
二
位
の
「
自
然

観
光
（
二
四・八
％
）」
に
大
差
を
つ
け
て
い

る
。温
泉
旅
行
は
、調
査
開
始
（
二
〇
〇
〇

年
）
以
来
、二
〇
〇
九
年
を
除
い
て
ト
ッ
プ

の
座
に
あ
る
。

し
か
し
、
温
泉
地
の
現
場
か
ら
“
景
気

の
よ
い
話
”
は
、
あ
ま
り
聞
こ
え
て
こ
な

い
。
温
泉
は
日
本
人
の
旅
行
で
不
動
の
人

気
を
誇
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
温

泉
地
の
多
く
が
低
迷
を
続
け
て
い
る
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
や
旅
行
形
態
の
変
化
へ

の
対
応
が
遅
れ
た
こ
と
、
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
低
迷
の
原
因
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
、
温
泉
地
や
温
泉
旅
館

そ
の
も
の
の
存
在
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

温
泉
地
、
温
泉
旅
館
の

本
質
に
迫
る

本
特
集
で
は
、
我
が
国
で
も
有
数
の

旅
館
の
経
営
者
、
地
域
づ
く
り
の
実
践
者
、

ま
た
有
識
者
の
方
々
が
、
低
迷
か
ら
の
脱

却
、
そ
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
数
多
く
示
唆

し
て
い
る
。
各
稿
を
振
り
返
り
、
温
泉
地
、

温
泉
旅
館
の
本
質
を
考
え
る
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
語
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い

阿
寒
湖
温
泉
の
大
西
氏
は
、「
旅
館
経

営
と
ま
ち
づ
く
り
の
関
係
を
考
え
る
」（
特

集
１
）の
中
で
、「
地
域
の
成
長
が
あ
っ
て

初
め
て
個
々
の
企
業
の
発
展
も
見
込
め
る
」

と
し
て
、「
豊
か
な
自
然
と
ア
イ
ヌ
文
化

と
い
う
他
に
な
い
個
性
を
磨
き
上
げ
、
郷

土
力
を
高
め
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
持

続
す
る
“
一
〇
〇
年
ブ
ラ
ン
ド
の
旅
館
”、

そ
し
て
“
地
域
の
礎
”
を
創
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
の
想
い
を
つ
づ
っ
て
い
る
。

不
易
は
自
然
や
ア
イ
ヌ
文
化
で
あ
り
、

流
行
を
支
え
る
の
は
、ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
進

化
論
」
を
例
に
挙
げ
て
語
っ
た
“
変
わ
り

続
け
る
決
意
”
で
あ
っ
た
。

個
（
旅
館
）
の
経
営
に
公
益
の
視
点
を

持
つ
、
公
（
ま
ち
づ
く
り
）
の
活
動
に
収

益
の
視
点
を
持
つ
、
そ
れ
ら
が
融
合
す
る

形
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
性
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
。

有
馬
温
泉
の
金
井
氏
は
、「
た
ゆ
ま
ぬ

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
根
底
に
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
精
神
」（
特
集
２
）
の
中
に
、
有
馬
温

観光文化223号 October 2014

大西雅之氏

図3 行ってみたい旅行タイプ（複数回答）

資料：（公財）日本交通公社『旅行者動向2013』

温泉旅行 32.7%
自然観光 24.8%
グルメ 19.4%
歴史・文化観光 17.4%
テーマパーク 16.0%
世界遺産巡り（海外） 10.6%
世界遺産巡り（国内） 9.4%
海浜リゾート 8.8%
町並み散策 8.8%
都市観光 8.2%

223観光文化視座.indd   38 2014/10/02   18:38



39 特集テーマからの視座◉温泉地における不易流行を考える

泉
が
過
去
幾
度
と
な
く
災
害
に
遭
い
な
が

ら
も
、
そ
の
た
び
に
復
興
し
て
き
た
理
由

と
し
て
、「
そ
の
（
復
興
）
経
験
や
何
と

か
立
ち
直
ろ
う
と
い
う
大
事
な
意
識
が
世

代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
。
そ
れ
が
こ
の
町
に
流
れ
て
い
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
か
も
し
れ
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

不
易
は“
Ｄ
Ｎ
Ａ
”
で
あ
り
、
矢
継
ぎ

早
に
生
ま
れ
る
取
り
組
み
、
流
行
の
源
は

知
的
好
奇
心
、
探
究
心
、
自
由
な
発
想
で

あ
っ
た
。

八
百
年
以
上
続
く
老
舗
旅
館
の
十
五

代
目
、
そ
の
土
地
に
生
ま
れ
た
者
と
し
て

の
「
覚
悟
」「
使
命
感
」、
そ
し
て
自
ら
が

楽
し
み
夢
を
描
い
て
突
き
進
む「
行
動
力
」

の
大
切
さ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。

由
布
院
温
泉
の
桑
野
氏
は
、「
百
年
の

計
、
変
わ
ら
ぬ
思
い
と
進
化
す
る
由
布

院
」（
特
集
３
）
の
中
で
、
一
九
二
四
年

（
大
正
十
三
年
）、
本
多
静
六
氏
の
『
由
布

院
温
泉
発
展
策
』
を
拠
り
所
に
、
滞
在

型
保
養
温
泉
地
を
目
指
し
て
、「
静
け
さ
」

「
緑
」「
空
間
」
を
大
事
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
き
た
と
記
し
、「
ワ
ク
ワ
ク

す
る
時
間
や
興
奮
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
渦
巻

く
時
間
、
人
々
が
出
会
う
機
会
が
あ
る
町

で
あ
り
た
い
」
と
の
願
い
を
語
っ
た
。

不
易
は
「
静
け
さ
」「
緑
」「
空
間
」
で

あ
り
、
流
行
は
今
ま
さ
に
具
体
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
魅
力
的
な
空
間
の
創
造
な
の

で
あ
ろ
う
。

今
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
「
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
」の
考
え
方
は
、由
布
院
温
泉

に
そ
の
原
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

が
、
桑
野
氏
に
は
、
こ
の
言
葉
の
真
意
を

自
分
自
身
の
言
葉
で
語
れ
る
強
さ
が
あ
る
。

温
泉
地
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
く

現
場
か
ら
の
声

各
地
域
で
ご
活
躍
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が

語
っ
た
「
温
泉
地
か
ら
の
声
」（
特
集
４
）

で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
目
し
た
。

◦
阿
寒
湖
温
泉　

大
川
富
雄
氏

阿
寒
の
自
然
を
多
く
の
人
が
楽
し
め
る

よ
う
に
、
自
然
を
守
り
な
が
ら
も
い
か
に

活
用
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
観
光
振
興

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

◦
草
津
温
泉　

湯
本
晃
久
氏

温
泉
、
温
泉
情
緒
、
文
化
を
守
り
続
け

て
い
く
こ
と
、
ま
た
一
方
で
は
、
よ
り
魅

力
的
な
温
泉
地
づ
く
り
に
向
け
た
変
化
を

恐
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◦
鳥
羽
温
泉
郷　

奥
野
和
宏
氏

鳥
羽
ら
し
さ
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、「
見
え
な
い
価
値
」を
時
代
に
呼
応
し

た
形
で
、“
見
え
る
化
”す
る（
表
現
す
る
）、

価
値
創
造
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◦
有
馬
温
泉　

岩
田
一
紀
氏

有
馬
ら
し
さ
は
、
訪
れ
る
誰
を
も
受

け
入
れ
て
き
た
温
泉
地
が
持
つ
懐
の
深
さ
、

何
と
も
言
え
な
い
心
地
よ
さ
、
空
気
感
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
優
し
さ
で
あ
る
。

◦
道
後
温
泉　

宮
﨑
光
彦
氏

温
泉
の
恵
み
と
歴
史
文
化
の
豊
か
さ
を

生
か
し
財
産
と
し
て
継
承
し
て
い
く
覚
悟
、

地
域
へ
の
愛
情
、
不
屈
の
行
動
力
と
住
民

の
結
束
力
、
そ
し
て
誇
り
が
大
切
で
あ
る
。

◦
由
布
院
温
泉　

生
野
敬
嗣
氏

持
続
可
能
な
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
変

化
す
る
現
実
を
受
け
止
め
、「
由
布
院
ス

ピ
リ
ッ
ツ
」
を
胸
に
、
真し

ん

摯し

に
向
き
合
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

◦
黒
川
温
泉　

北
里
有
紀
氏

「
黒
川
温
泉
一
旅
館
」
の
理
念
の
下
、

黒
川
温
泉
の
姿
を
描
き
、
共
感
し
て
く
だ

さ
る
方
を
巻
き
込
み
、
地
域
の
存
続
方
法

を
模
索
し
て
い
く
こ
と
は
、
挑
戦
で
あ
り
、

使
命
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
感
じ
て

い
る
不
易
は
、「
自
然
」「
歴
史
文
化
」「
温

金井啓修氏

桑野和泉氏
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視
座特集テーマからの

泉
」「
温
泉
文
化
」「
温
泉
情
緒
」

ば
か
り
で
は
な
く
、
温
泉
地

特
有
の
空
気
感
、「
人
柄
」
や

「
モ
ノ
の
見
方
や
考
え
方
」「
精

神
性
」
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
流
行
は
、
覚
悟

を
持
っ
て
取
り
組
む
“
魅
力

的
な
温
泉
ま
ち
づ
く
り
”
に

他
な
ら
な
い
。

温
泉
地
研
究
の
第
一
人
者
が
語
る

温
泉
地
再
生
の
処
方
箋せ

ん

東
京
大
学
大
学
院
の
下
村
氏
は
、「
異

界
と
し
て
の
温
泉
地
づ
く
り
」（
特
集
５
）

の
中
で
、
寛く

つ
ろ

げ
る
温
泉
地
の
空
間
的
秩
序

の
回
復
が
、
温
泉
地
を
よ
り
優
れ
た
癒
や

し
の
場
と
す
る
た
め
に
必
要
な
課
題
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「
各
地
の
温
泉
地
が
そ
れ
ぞ

れ
の
温
泉
ら
し
さ
を
有
し
て
差
別
化
さ
れ

る
こ
と
」
の
重
要
性
、「
住
民
、
観
光
客

の
両
者
を
視
野
に
入
れ
、
温
泉
地
の
自
然

や
歴
史
、
生
活
文
化
を
象
徴
す
る
資
源

を
保
全
・
活
用
し
、
交
流
型
・
自
立
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
」
こ
と
の
必

要
性
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。

大
阪
観
光
大
学
の
内
田
氏
は
、「
湯
治

文
化
を
生
か
し
た
温
泉
地
づ
く
り
」（
特

集
６
）の
中
で
、「
交
流
の
懸
け
橋
と
な
る

人
々
、
交
流
で
き
る
場
に
よ
り
滞
在
生
活

が
豊
か
に
な
る
、
そ
こ
に
は
、
温
泉
地
滞

在
に
お
け
る
交
流
の
本
質
が
存
在
し
て
い

た
」
と
記
し
た
。

そ
し
て
、「
今
後
の
温
泉
地
で
は
、
変

わ
る
こ
と
の
な
い
温
泉
の
本
質
と
各
地
域

の
個
性
・
歴
史
を
学
び
、
温
泉
街
全
体
で

価
値
を
共
有
し
、
時
代
に
応
じ
た
新
た
な

魅
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
」
と
説
い
て
い
る
。

今
後
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て

我
が
国
の
温
泉
地
の
再
生
に
向
け
て
、

今
後
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

姿
勢
、
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

ま
ず
地
域
が
あ
っ
て
、

地
域
と
と
も
に
生
き
る

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
が

広
ま
り
、「
個
の
旅
館
の
魅
力
だ
け
で
は

人
を
呼
べ
な
い
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
魅

力
的
に
し
て
い
か
な
い
と
」
と
、
今
や
多

く
の
旅
館
の
方
が
信
じ
て
実
践
し
て
い
る
。

し
か
し
、
旅
館
と
地
域
は
単
な
る
利
益

共
同
体
的
な
関
係
で
は
な
く
、
旅
館
は
も

っ
と
深
く
地
域
と
関
わ
っ
て
い
る
。

山
中
温
泉
観
光
協
会
会
長
で
、
か
よ

う
亭
亭
主
の
上
口
昌
徳
氏
は
、
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
（
以
下
、
研
究
会
）
の
場

で
、「
旅
館
は
地
域
と
と
も
に
生
き
て
い

る
。
地
域
に
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
お
話

し
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
ま
ず
地
域
が
あ
っ
て
、
地
域
と
と
も

に
生
き
る
」
と
い
う
考
え
方
を
大
事
に
し

た
い
。

地
域
で
共
有
で
き
る
分
か
り
や
す
い

ビ
ジ
ョ
ン
や
言
葉
を
大
切
に
す
る

『
阿
寒
湖
温
泉
・
創ビ

ジ

ョ

ン

生
計
画
２
０
２
０
』

や『
有
馬
温
泉
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
』

『
由
布
院
温
泉
発
展
策
』『
黒
川
温
泉
一
旅

館
』
の
よ
う
に
、
住
民
の
誰
も
が
共
有
で

き
る
分
か
り
や
す
い
ビ
ジ
ョ
ン
や
言
葉
の

存
在
は
重
要
で
あ
る
。

観
光
カ
リ
ス
マ
（
注
２
）
で
、
前
草
津
町

長
の
中
澤
敬
氏
も
、
研
究
会
で
、「
草
津

に
は
素
晴
ら
し
い
町
民
憲
章
『
歩
み
入
る

者
に
や
す
ら
ぎ
を
、
去
り
ゆ
く
人
に
し
あ

わ
せ
を
』
が
あ
る
。
草
津
で
は
町
民
憲
章

を
核
に
合
意
形
成
を
図
る
」
と
話
さ
れ
て

い
た
。

地
域
の
歴
史
や
過
去
の
取
り
組
み
の
中

に
、
地
域
の
本
来
的
な
価
値
を
見
い
だ
し
、

そ
れ
ら
を
基
調
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
言
葉

を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

“
風
景
”
の
意
味
を
知
り
、

価
値
を
生
か
す

下
村
氏
は
、
温
泉
地
整
備
に
関
わ
る

言
葉
の
概
念
の
中
で
、「
景
観
」「
風
景
」「
空

間
」
を
取
り
上
げ
て
、「
現
状
で
は
『
景
観
』

的
側
面
に
関
し
て
は
理
解
が
進
ん
で
き
て

い
る
も
の
の
、『
風
景
』『
空
間
』
の
側
面

に
関
し
て
は
、
そ
の
意
義
や
重
要
性
が
必

ず
し
も
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
」
と
指
摘
し
、
そ
の
た
め
「
異
界

性
」
の
演
出
が
十
分
で
は
な
い
と
の
考
え

を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

由
布
院
温
泉
「
亀
の
井
別
荘
」
の
中

谷
健
太
郎
氏
も
、
常
々
、「
景
観
と
言
う

と
分
か
り
に
く
い
か
ら
、
風
景
と
言
お
う

よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

自
分
の
地
域
を
取
り
巻
く
風
景
、
そ

れ
は
時
間
を
か
け
た
人
の
労
力
の
積
み
重

ね
で
あ
り
、
そ
の
意
味
を
知
り
、
価
値
を

生
か
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
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41 特集テーマからの視座◉温泉地における不易流行を考える

温
泉
文
化
を
生
み
出
す
、

温
泉
地
の“
サ
ロ
ン
性
”を
見
直
す

内
田
氏（
特
集
６
）は
、温
泉
地
に
お
け

る
交
流
に
着
目
し
、『
交
流
文
化
09
』（
立

教
大
学
観
光
学
部
、
二
〇
〇
九
年
七
月

二
十
五
日
）
に
お
い
て
も
、
江
戸
時
代
の

湯
治
場
は
「
文
化
サ
ロ
ン
」
で
あ
っ
た
と

書
か
れ
て
い
る
。

前
述
の
上
口
氏
も
、「
温
泉
地
が
持
っ

て
い
る
力
と
は
、
人
を
呼
び
寄
せ
、
そ
の

人
た
ち
が
交
流
す
る
こ
と
で
新
し
い
モ
ノ

が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

温
泉
文
化
で
あ
る
」
と
言
及
し
て
い
る
。

温
泉
地
の
原
点
に
返
り
、“
サ
ロ
ン
性
”

を
見
直
し
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

郷
土
力
を
生
か
す
に
は
、
ま
ず
リ
ス
ペ

ク
ト
す
る
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る

地
域
固
有
の
文
化
、
大
西
氏
の
お
っ
し

ゃ
る
“
郷
土
力
”
を
観
光
の
場
で
生
か
す

に
は
、
観
光
に
使
え
る
か
ら
と
い
っ
た
安

易
な
発
想
で
は
な
く
、
有
形
無
形
の
文
化

そ
の
も
の
、
ま
た
、
そ
の
担
い
手
な
ど
を

リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
気
持
ち
を
持
ち
た
い
。

大
西
氏
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
取
り
上

げ
、
観
光
に
活
用
し
て
い
く
際
に
、
ア
イ

ヌ
文
化
の
根
底
に
あ
る
、
そ
の
意
味
や
価

値
を
理
解
し
て
、
そ
こ
に
宿
る
精
神
を
伝

え
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
で
、

新
し
い
価
値
を
創
る

草
津
温
泉
の
先
人
た
ち
が
変
化
を
恐

れ
ず
に
革
新
を
続
け
て
き
た
よ
う
に
“
古

さ
”
の
中
に
“
新
し
い
も
の
”
を
付
加
し

て
い
く
発
想
も
必
要
で
あ
る
。

前
述
の
中
澤
氏
も
、
研
究
会
で
、「
温

泉
と
い
う
基
本
は
変
え
ず
、
温
泉
と
無
関

係
な
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
、
ブ
ラ

ン
ド
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
考
え
方
は
重

要
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

常
に
挑
み
続
け
て
い
く
姿
勢
は
、
大
西

氏
、
金
井
氏
、
桑
野
氏
、
ま
た
、
最
古
に

し
て
最
先
端
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
宮
﨑
氏
を
は
じ
め
、
研
究
会
の
方
々

に
共
通
す
る
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
を
進
化
・
深
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
結
果
的
に
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

自
ら
の
想
い
を
伝
え
、

魅
力
の
「
芽
」
を
創
る

「
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
」、

多
く
の
温
泉
地
が
市
場
調
査
を
実
施
し
、

提
供
す
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

ヒ
ッ
ト
の
「
芽
」
を
探
し
出
そ
う
と
躍
起

だ
が
、「
出
尽
く
し
感
」
を
抱
き
始
め
て

い
る
関
係
者
も
少
な
く
な
い
。

前
述
の
上
口
氏
や
中
谷
氏
は
、
研
究

会
で
、「
な
ぜ
宿
屋
を
や
っ
て
い
る
の
か
」

と
問
わ
れ
て
、「
自
分
が
表
現
し
た
い
も

の
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
旅
館
を
通
し
て

伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
想

い
に
共
感
し
た
お
客
様
が
来
て
く
だ
さ
る
。

宿
屋
は
素
晴
ら
し
い
商
売
だ
」
と
、
異
口

同
音
に
語
ら
れ
た
。

温
泉
地
に
お
い
て
も
、マ
ー
ケ
ティ
ン
グ

で
言
う
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト
」、
す

な
わ
ち
、
自
分
が
旅
館
を
経
営
し
て
い
る

考
え
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
や
心
（
マ
イ
ン
ド
）

を
世
に
問
う
「
コ
ン
セ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
」、 

あ
る
い
は
「
マ
イ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
」 

の
発

想
が
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

持
続
可
能
な

温
泉
地
、温
泉
旅
館
で
あ

る
た
め
に

立
教
大
学
の
安
島
氏
は
、「
温
泉
地
の

不
易
流
行
」（
巻
頭
言
）の
中
で
、「『
不
易
』

な
も
の
を
見
極
め
、
そ
れ
を
基
点
に
、
成

功
体
験
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
『
流
行
』
を
常

に
創
り
出
す
革
新
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
温
泉
地
経
営
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

「
不
易
流
行
」
の
言
葉
を
作
り
出
し
た

松
尾
芭
蕉
は
、「
た
と
え
元
禄
の
華
や
か
な

流
行
に
乗
っ
た
俳
句
を
つ
く
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
俳
句
が
後
世
に
な
っ
て
も
残
り
、

不
易
の
真
実
の
中
に
、
発
展
的
解
消
を
す

る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、一
貫
し
て
不
易
を
重
ん
じ
た
と
い
う
。

消
費
者
の
旅
行
に
求
め
る
価
値
が
時

代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
中
で
、
温
泉
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視
座特集テーマからの

地
、
温
泉
旅
館
が
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

常
に
時
代
の
変
化
に
感
覚
を

研
ぎ
澄
ま
せ
、
時
代
を
超
え

て
変
わ
ら
な
い
価
値
の
あ
る

も
の
を
踏
ま
え
つ
つ
、
温
泉

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
よ
し
ざ
わ　

き
よ
よ
し
）

観光文化223号 October 2014

（
注
１
）「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事
業
」（
通

称
、ふ
る
さ
と
創
生
事
業
）と
は
、一
九
八
八
年

（
昭
和
六
十
三
年
）か
ら
一
九
八
九
年（
平
成
元

年
）に
か
け
て
、各
市
区
町
村
に
対
し
地
域
振
興

に
使
え
る
資
金
一億
円
を
交
付
し
た
政
策
。「
ふ

る
さ
と
創
生一億
円
事
業
」と
も
言
わ
れ
る
。

（
注
２
）日
本
の
地
域
観
光
振
興
を
目
的
に
、
特
色
の
あ

る
観
光
地
づ
く
り
に
貢
献
し
た
人
々
を
、「『
観

光
カ
リ
ス
マ
百
選
』
選
定
委
員
会
」
が
選
定
し

た
も
の
。
国
か
ら「
自
立
」し
た
観
光
地
づ
く
り
、

全
町
民
参
加
に
よ
る
「
共
生
」の
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
た
中
澤
敬
氏
は
、「
自
立
と
共
生
の

カ
リ
スマ
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

［
参
考
文
献
］

・
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社（
当
時
）
編
著
『
観
光
読

本
（
第
二
版
）』（
東
洋
経
済
新
報
社
、二
〇
〇
四
年
）

・『
山
形
大
学
紀
要（
社
会
科
学
）第
38
巻
第
２
号
』、「
温

泉
地
の
旅
館
経
営
に
お
け
る
二
つ
の
方
向
性
―〈
資

本
力
〉と〈
お
も
て
な
し
〉の
複
合
因
果
に
関
す
る
計

量
分
析
」金
井
雅
之
（
地
域
教
育
文
化
学
部
）

・『
温
泉
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
解
決
策
』（
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
五
月
）

・『
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
記
録
』

（
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
、
二
〇
一
一
～
二
〇
一
三

年
度
）

・
童
門
冬
二
『
な
ぜ
一
流
ほ
ど
歴
史
を
学
ぶ
の
か
』（
青

春
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
）

表1 温泉まちづくり研究会の概要

2008年4月

本研究会は、人口減少社会、少子高齢社会を迎えた我が国において、成熟化・国際化に対応する新しい温泉まちづくりのあり
方に関する先駆的、実践的な研究と提言、さらには具体化に向けた行動と情報発信を行う。また、会員相互並びに関連省庁、
関連組織と連携しつつ、我が国の温泉地におけるまちづくりの展開促進を図ることを目的とする。

上記の目的を達成するため次の事業を行う。
（1）定例研究会、シンポジウム等の開催（2）温泉まちづくりに関する調査及び研究（3）提言集その他刊行物の発行（4）その
他、本会の目的を達成するために必要な事業

北海道釧路市　阿寒湖温泉／群馬県草津町　草津温泉／三重県鳥羽市　鳥羽温泉郷／兵庫県神戸市　有馬温泉／愛媛県
松山市　道後温泉／大分県由布市　由布院温泉／熊本県南小国町　黒川温泉

代表	 大西　雅之	 NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構	理事長
副代表	 金井　啓修	 有馬温泉旅館協同組合	専務理事／（一社）有馬温泉観光協会	副会長
　〃	 桑野　和泉　		（一社）由布院温泉観光協会	協会長
幹事	 黒岩　裕喜男	 草津温泉旅館協同組合	理事長／草津温泉観光協会	副会長
　〃	 大木　正治	 道後温泉旅館協同組合	理事長
　〃	 下城　誉裕	 黒川温泉観光旅館協同組合	代表理事
監事	 吉川　勝也	 鳥羽市温泉振興会	会長／鳥羽市観光協会	会長
【事務局】
事務局長	 梅川　智也　		（公財）日本交通公社	理事・観光政策研究部長
事務局次長　吉澤　清良	 	 〃	 	観光政策研究部	主席研究員
事務局員	 福永　香織	 	 〃	 　　　　　　	研究員
　〃	 後藤　健太郎	 	 〃	 　　　　　　	研究員
【研究アドバイザー】
	 小磯　修二	 北海道大学公共政策大学院	特任教授
	 安島　博幸	 立教大学	観光学部	教授
		 下村　彰男	 東京大学大学院	農学生命科学研究科	教授
		 米田　誠司	 愛媛大学	法文学部	総合政策学科	講師
		 内田　彩	 大阪観光大学	観光学部	専任講師

■第1ステージ（2008～2010年度）の研究テーマ
①安定的な観光まちづくり財源
②指定管理者と観光まちづくり組織
③歩いて楽しめる温泉地～カーフリーリゾート
④電線･電柱の地中化
⑤社会基盤整備と都市計画的事業手法の導入
⑥食の魅力づくり
⑦温泉地における環境経営
⑧顧客満足度調査（CS調査）による温泉地比較

■第2ステージ（2011・2012年度）の研究テーマ
①震災以降の消費者の価値観変化への対応
②温泉地・旅館の長期滞在への対応
③場としての旅館、行為としての旅館、表現としての旅館（栃木県那須塩原市板室温泉にて）
④“第2次おひとりさまブーム”に、温泉地・旅館はどう対応するか
⑤温泉を離れて考える、温泉地の観光的魅力
⑥ビッグなお二人から学ぶ	温泉地・温泉旅館の過去・現在・未来（大分県由布市由布院温泉にて）

■第3ステージ（2013年度～）の研究テーマ
①入湯税その後～観光まちづくり財源として
②温泉街の景観とまちづくりを考える～「湯畑」周辺と街なみ景観の整備（草津町草津温泉にて）
③温泉地での「滞在プログラム」を考える
④海外の温泉地、リゾートに学ぶ

活動概要・
研究テーマ

設立

目的

事業

体制

会員

研究会の様子、議論内容は、同研究会ホームページ上
で公開しています。
（http://onmachi.jp/)
第1ステージに基づく提言書、第2ステージ以降では、
各年度のディスカッション記録がご覧いただけます。
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